
 

 

今
年
８
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
、
祝
島
の
伝

統
の
お
祭
り
「
神
舞
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

四
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
「
神
舞
」
は
、
祝
島

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切
な
行
事
で
、

お
祭
り
の
期
間
中
に
は
、
島
の
出
身
者
の
多
く
が

島
に
帰
省
し
、
島
は
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
す
。 

祝
島
の
「
神
舞
」
は
、
山
口
県
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
他
、
「
む
ら
の
伝
統
文
化
顕

彰
」
農
林
水
産
大
臣
賞
（
平
成
16
年
度
）
、
「
未

来
へ
残
し
た
い
漁
業
漁
村
の
歴
史
文
化
財
産
百

選
」
農
林
水
産
大
臣
認
証
（
平
成
18
年
）
な
ど

も
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
「
神
舞
」
の
由
来 

  

神
舞
の
起
源
は
、
今
か
ら
千
百
年
以
上
の
昔
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
仁
和
二
年
（
８
８
６
年
）
８

月
、
豊
後
国
（
現
在
の
大
分
県
）
伊
美
郷
の
人
々

が
、
山
城
国
（
現
在
の
京
都
府
）
石
清
水
八
幡
宮

の
分
霊
を
奉
持
し
て
、
船
で
帰
る
途
中
に
嵐
に
遭

い
、
祝
島
の
三
浦
湾
に
漂
着
し
ま
し
た
。 

 

当
時
、
祝
島
に
は
三
軒
の
民
家
が
あ
り
、
住
民

は
厳
し
い
自
然
環 

境
の
中
、
苦
し
い 

生
活
を
し
て
い
ま 

し
た
が
、
漂
着
し 

た
一
行
を
心
か
ら 

も
て
な
し
ま
し
た
。 

一
行
が
、
そ
の
お 

礼
に
と
伝
え
て
く 

れ
た
の
は
、
神
霊 

を
祀
る
こ
と
と
、 

農
耕
の
技
術
で
し 

た
。
五
穀
の
種
を
分
け
与
え
ら
れ
、
農
耕
を
始
め
、

神
を
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
島
人
の
生
活

は
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
祝
島
か
ら

は
「
お
種
戻
し
」
と
称
さ
れ
る
伊
美
別
宮
社
へ
の

参
拝
の
行
事
が
毎
年
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
四
年
に
一
度
、
伊
美
別
宮
社
か
ら

二
十
余
名
の
神
職
、
里
楽
師
を
迎
え
、
祝
島
を
斎

場
に
神
恩
感
謝
の
合
同
祭
事
を
行
う
よ
う
に
な

り
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

◎
「
神
舞
」
の
行
事 

  

神
舞
は
、
大
分
県 

伊
美
か
ら
山
口
県
祝 

島
へ
、
海
上
49
キ
ロ 

を
経
て
三
隻
の
神
様 

船
を
お
迎
え
す
る
入 

船
神
事
で
始
ま
り
ま 

す
。
大
漁
旗
で
飾
ら 

れ
た
数
十
隻
の
奉
迎 

船
や
、
踊
り
子
を
乗 

せ
た
櫂
伝
馬
船
が
織 

り
な
す
勇
壮
な
海
上 

絵
巻
は
圧
巻
で
す
。 

入
船
か
ら
出
船
ま
で
の
５
日
間
、
新
調
の
苫
で

覆
わ
れ
た
仮
神
殿
で
は
、
伊
美
別
宮
社
か
ら
お
迎

え
し
た
神
職
・
里
楽
師
に
よ
り
、
伝
統
に
の
っ
と

っ
た
33
種
類
も
の
神
楽
が
古
式
豊
か
に
奉
納
さ

れ
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
間
、
島
の
人
た
ち
が
家
内
安
全
等

を
祈
願
す
る
た
め
の
祈
願
神
楽
も
舞
わ
れ
ま
す
。

こ
の
祈
願
神
楽
は
島
の
人
た
ち
に
は
「
鬼
と
太
夫

さ
あ
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
祈
願

神
楽
で
使
わ
れ
た
「
鬼
の
棒
」
は
、
お
守
り
と
し

て
、
次
の
神
舞
ま
で
の
四
年
間
、
各
家
庭
に
飾
ら

れ
ま
す
。 

神
舞
の
最
終
日
を
飾
る
の
は
、
神
様
船
を
お
見

送
り
す
る
出
船
神 

事
で
す
。
入
船
神 

事
と
同
様
に
、
大 

漁
旗
で
飾
っ
た
船 

団
や
櫂
伝
馬
船
が 

海
上
で
お
見
送
り 

の
儀
式
を
行
い
ま 

す
が
、
互
い
に
お 

別
れ
を
惜
し
み
、 

四
年
後
の
神
舞
ま 

で
の
無
事
を
祈
る
想
い
に
よ
っ
て
、
華
や
か
な
入

船
神
事
と
は
一
味
違
う
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。 

 

◎
「
神
舞
」
の
準
備 

  

祝
島
で
は
神
舞 

の
た
め
に
、
お
よ 

そ
半
年
前
か
ら
さ 

ま
ざ
ま
な
準
備
が 

始
ま
り
ま
す
。 

仮
神
殿
を
作
る 

た
め
に
、
カ
ヤ
を 

刈
り
取
っ
て
、
苫 

を
編
む
作
業
や
、 

竹
を
切
り
出
す
作 

業
。
仮
神
殿
を
彩 

る
切
り
飾
り
を
作 

る
作
業
、
五
穀
豊 

穣
を
願
う
た
め
に 

豆
な
ど
の
五
穀
を 

使
っ
て
作
ら
れ
る 

大
歳
社
の
額
作
り
。 

櫂
伝
馬
船
の
準
備 

や
練
習
な
ど
、
じ 

つ
に
さ
ま
ざ
ま
な 

準
備
に
島
の
人
た 

ち
は
、
一
致
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、

ま
ち
の
宝
物
（
５
） 

祝
島
の
「
神
舞
（
か
ん
ま
い
）」 

神
舞
直
前
に
行
わ
れ 

る
小
屋
掛
け
に
は
、 

島
民
が
総
出
で
作
業 

に
当
た
り
ま
す
。
こ 

の
よ
う
な
共
同
作
業 

を
通
し
て
、
島
民
の 

団
結
力
が
養
わ
れ
た 

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
技 

術
が
伝
承
さ
れ
た
り 

す
る
の
で
し
ょ
う
。 

 ◎
平
成
24
年
度
の
「
神
舞
」
に
つ
い
て 

  

今
年
の
「
神
舞
」
の
行
事
予
定
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

  

８
月
16
日
（
木
） 

入
船
神
事 

 

８
月
17
日
（
金
） 

岩
戸
神
楽
、
祈
願
神
楽 

 

８
月
18
日
（
土
） 

岩
戸
神
楽
、
祈
願
神
楽 

 

８
月
19
日
（
日
） 

夜
戸
神
楽
、
祈
願
神
楽 

 

８
月
20
日
（
月
） 

出
船
神
事 

  

「
神
舞
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
「
祝
島
神
舞
」

公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://iwaishima
-kanmai.net/

 

 

※
神
舞
期
間
中
、
一
般
観
光
客
の
島
内
で
の
宿
泊
は

困
難
に
な
り
ま
す
（
キ
ャ
ン
プ
場
も
あ
り
ま
せ
ん
）
。

一
方
で
、
船
便
の
方
は
、
定
期
便
の
他
に
、
臨
時
便

も
多
数
運
航 

さ
れ
る
予
定 

で
す
の
で
、 

日
帰
り
の
ス 

ケ
ジ
ュ
ー
ル 

で
ぜ
ひ
ご
訪 

問
く
だ
さ
い
。 

◎
「
わ
い
わ
い
タ
イ
ム
ス
」
９
月
号
は
９
月
２
日
（
日
）

発
行
予
定
で
す
。 

 

祝島 

伊美 

姫島 

長島 

八島 

国
東
半
島 

入船神事 

祈願神楽 小屋掛け 苫編み 

五穀の額 


